


５ 成果目標及びその実績

目標値 H19実績値 H20実績値 Ｈ21実績値

650,000人から
毎年1万人増

647,195人 650,598人 781,159人

86% 85.7% 85.6% 88.2%

120,000件から
毎年5,000件増

177,900件 177,874件 162,040件

71％から毎年
1％増

73.8% 75.2% 79.7%

80% 83.2% 82.7% 83.3%

94% 93.8% 93.1% 95.0%

80% 84.3% 90.6% 76.1%

65% 75.0% 80.7% 64.1%

140,000件 178,270件 190,421件 226,633件

8,300人から毎
年100人増

9,010人 12,093人 10,716人

22%から毎年1%
増

24.8% 19.1%（29.3%） 21.1%（33.0%）

10,000人から毎
年500人増

11,841人 13,621人 14,802人

30% 42.0% 41.0% 34.0%

６ 総括コメント

全期間における成果目標及びその実績

施設貸出サービス利用者満足度
（４段階で４以上）

文化事業全体収支比率

H19 B

来館者数（図書館来館者を除く。）

成果目標項目

施設利用率

来館者アンケート満足度
（４段階で３以上）

※ 「２ 管理業務の実施状況」の自己評価    ：

※ 県の評価   ：

※ 「３ 施設の利用状況」
 「５ 成果目標及びその実績」の自己評価 ：

「＋」（プラス） → 指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。
「－」（マイナス）→ 指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。
「 」（空白） → 指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

「Ａ」 → 当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。
「Ｂ」 → 当初の目標を達成している。
「Ｃ」 → 当初の目標を十分には達成できていない。
「Ｄ」 → 当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。

「Ａ」 → 業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。
「Ｂ」 → 業務計画を順調に実施している。
「Ｃ」 → 業務計画を十分には実施できていない。
「Ｄ」 → 業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

・会議室等への無線LANの常設、リハーサル室の24時間利用、貸館利用受付窓口の営業時間延長、施設・チケットのイ
ンターネット予約システム導入、クレジットカードによる利用料金の納入などの取組により、県民サービスが大いに向上
している。

・県民や県内市町及び関係団体との連携により、ボランティアの活用支援、出前事業など、過去のセンター運営で蓄積
されたノウハウ・スキルを活かした事業展開を積極的に行った。

・危機管理マニュアルを作成し、火事や地震をはじめとする訓練を行い、災害時にも迅速な対応を行った。新型インフル
エンザに対する対応も県と協力のうえ適切に対処した。

・施設の維持管理にかかる委託業務の見直しによるコスト削減や、レストラン・売店のリニューアル、アートミュージアム
ショップの直営化などの経営改善を行った。

・築15年を経過した施設の老朽化に対応できるよう日頃のメンテナンスにも力を入れ、計画的に修繕を行っている。

以上のことから、蓄積されたノウハウ・スキルを充分に発揮した管理運営・事業展開により、総合文化センターが利用
者にとってより使いやすい施設として管理されてきたものと評価する。
なお、平成22年度から3期目の指定管理者に指定されていることから、引き続き県との信頼関係を保ちながら総合文
化センターのより良い活用に努めていくことが期待される。また、今後、隣接地に新県立博物館が建設されることから、
県と協力して建設工事に伴う諸調整や利用者の利便性・安全性確保に努めることが求められる。

H21 A

生涯学習情報提供システムへの
アクセス数（年間）

指定管理者
の自己評価

県の評価

センターＨＰアクセス数（年間）

文化事業公演事業入場率

生涯学習センター主催事業参加
者数

男女共同参画センター主催事業
参加者数

文化会館事業参加者満足度
（５段階評価で４以上）

生涯学習センター貸出教材・機
材利用率※１

※１ H19度より貸出期間の変更によるカウント方式の変更あり（括弧書きは当初の方式に換算した数値）

公演や講座の企画の充実と積極的な広報により、成果目標は概ね達成している。未達成の項目についても要因分析を行い改善
に努め、1年目・2年目は未達成であった来館者数及び来館者アンケート満足度については、3年目には目標値を達成することがで
きた。

H20 B

男女共同参画フォーラム男性参
加率

全期間におけるコメント
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